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は
じ
め
に

近
世
に
お
い
て
、
大
名
が
江
戸
と
国
元
を
往
復
し
た
い
わ
ゆ
る

参
勤
交
代
に
関
す
る
論
考
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
程
、
先
学
に
よ
る

蓄
積
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
多
寡
は
あ
っ
て
も
、
各
地

の
大
名
関
係
資
料
に
そ
れ
を
含
む
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
当
館
が
所
蔵
す
る
萩
藩
の
藩
政
文
書
で
あ
る
毛
利
家

文
庫
に
お
い
て
も
、
47
参
勤
と
48
下
向
の
各
シ
リ
ー
ズ
が
そ
の

中
核
に
あ
た
り
、
萩
藩
主
の
参
勤
交
代
の
様
相
を
今
に
伝
え
て
い

る
。一

方
、
当
館
が
所
蔵
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
藩
政
文
書
で
あ
る
徳

山
毛
利
家
文
庫
に
は
、
徳
山
藩
主
の
参
勤
交
代
関
係
の
記
録
は
、

「
御
道
中
日
記
」
と
し
て
、
現
在
二
二
九
点
を
閲
覧
利
用
に
供
し

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
徳
山
毛
利
家
文
庫
仮
目
録
Ⅲ
』（
以

下
、
『
仮
目
録
』
と
言
う
。
）
に
お
い
て
、
「
『
御
参
勤
』
と
『
御
下

向
』
の
そ
れ

が
あ
る
。
記

録
所
に
よ
る

も
の
と
御
居

間
そ
の
ほ
か

に
よ
る
も
の

が
あ
る
。
合

わ
せ
て
年
次

順
と
し
た
。

『
道
中
万
御

徳山毛利家文庫「御道中日記」

、

た

萩

（
１
）

用

し

録

以

（
２
）

徳
山
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庫
﹁
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定
書
』『
行
列
付
』『
飛
脚
賃
改
定
』『
京
都
大
坂
伏
見
御
勤
』
な
ど

末
尾
に
組
込
ん
だ
」
と
、
資
料
の
整
理
・
配
列
方
針
な
ら
び
に
解

説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
度
の
参
勤
（
ま
た
は
下
向
）

に
あ
た
り
、
複
数
の
記
録
が
作
成
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、『
仮
目
録
』
に
挙
が
っ
て
い
る
具
体
的
に
示
さ
れ

た
記
録
所
と
御
居
間
の
記
録
を
は
じ
め
、「
御
道
中
日
記
」
に
含
ま

れ
る
各
種
記
録
類
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
シ
リ
ー
ズ
名

と
し
て
は
「
御
道
中
日
記
」
と
し
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
単
に
道

中
日
記
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

 
 

 

一

徳
山
藩
主
の
参
勤
交
代
経
路

は
じ
め
に
、
徳
山
藩
主
の
参
勤
・
下
向
の
経
路
に
つ
い
て
概
観

し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
に
は
藩
断
絶
前
の
も
の
も
含
ん
で
い
る
も
の
の
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
徳
山
藩
が
再
興
し
た
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
以
降
の

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
、
本
稿
で
は
基
本
的
に
、
藩
再
興
後
の
、

現
在
『
仮
目
録
』
に
挙
が
っ
て
い
る
道
中
日
記
の
分
析
に
限
る
こ

と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。

藩
再
興
後
の
徳
山
藩
主
の
経
路
は
、
下
向
を
例
に
す
れ
ば
、
江

戸
を
発
し
た
一
向
は
東
海
道
を
進
み
、
宮
（
現
愛
知
県
名
古
屋
市
）

か
ら
は
海
路
桑
名
へ
渡
っ
て
、
四
日
市
な
ど
を
経
由
し
な
が
ら

（
記
録
で
は
「
伊
勢
路
」
と
表
記
さ
れ
る
）
近
江
国
へ
進
ん
だ
後
、

伏
見
へ
到
る
。
伏
見
で
は
数
日
滞
在
す
る
時
も
あ
り
、
そ
の
際
に

は
、「
京
都
御
勤
」
と
称
し
て
、
京
都
へ
足
を
延
ば
し
、
血
縁
の
あ

る
葉
室
家
を
は
じ
め
と
す
る
公
家
な
ど
へ
挨
拶
回
り
を
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
の
「
京
都
御
勤
」
は
、
伏
見
到
着
日
以
外
の
日

が
設
定
さ
れ
、
京
都
で
宿
泊
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
一
日
を
要

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
伏
見
と
京
都
を
往
復
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
日
は
伏
見
に
戻
っ
た
）
。

伏
見
か
ら
は
中
国
路
を
使
っ
て
西
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
が
、

淀
川
で
川
船
を
利
用
し
て
移
動
す
る
場
合
と
、
山
崎
方
面
に
陸
路

で
下
る
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
は
、
記
録
に
は
「
山
崎
路
」
と
記

さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
郡
山
（
現
大
阪
府
茨
木
市
）
な
ど
で

泊
を
と
り
、
以
後
は
陸
路
、
徳
山
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
陸
路

利
用
に
つ
い
て
は
、
享
保
十
年
の
海
難
事
故
に
伴
い
、
萩
藩
主
の

経
路
が
海
路
か
ら
陸
路
に
変
更
し
た
こ
と
の
影
響
を
受
け
、
徳
山

藩
で
も
同
様
の
対
応
を
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。下

向
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
こ
の
よ
う
な
経
路
が
採
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
参
勤
に
つ
い
て
は
こ
の
逆
コ
ー
ス
を
進
む
こ

難

に影

（
３
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﹁
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と
に
な
り
、
徳
山
か
ら
陸
路
伏
見
へ
と
向
か
い
（
大
坂
と
伏
見
の

間
は
船
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
）
、
伏
見
か
ら
東
海
道
を
利
用

し
江
戸
を
目
指
す
。
な
お
、
先
述
の
「
京
都
御
勤
」
を
行
う
場
合

に
は
、
伏
見
到
着
の
翌
日
に
、「
京
都
御
勤
」
を
行
っ
た
後
（
つ
ま

り
京
都
を
経
由
し
な
が
ら
実
施
）
、
大
津
や
草
津
で
泊
を
取
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
下
向
時
に
も
あ
て
は
ま
る
が
、

必
ず
し
も
徳
山
藩
主
が
京
都
を
訪
ね
る
わ
け
で
は
な
く
、
藩
主
の

体
調
不
良
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
使
者
の
派
遣
で
済
ま
せ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
京
都
へ
出
向
く
場
合
に
は
、
出
立
前
に
幕
府
に
届
け

出
た
上
で
了
承
を
取
り
付
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、

幕
府
の
許
可
な
く
「
京
都
御
勤
」
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
り
、
そ
の
許
可
を
得
た
上
で
、
伏
見
到
着
時
の
状
況

に
応
じ
て
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
徳
山
藩
主
に
よ
る
藩
再
興
後
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
参
勤
交
代
の
経
路
に
な
る
が
、
近
世
後
期
と
な
る
と
少
し
様
相

が
変
わ
っ
て
く
る
。

ま
ず
、
東
海
道
の
利
用
の
う
ち
、
宮
か
ら
船
で
伊
勢
湾
を
横
切

り
桑
名
へ
上
陸
し
て
陸
路
伏
見
へ
向
か
う
伊
勢
路
ル
ー
ト
か
ら
、

船
を
使
わ
ず
美
濃
を
通
る
「
美
濃
路
」
ル
ー
ト
の
利
用
で
あ
る
。

下
向
の
場
合
、
宮
か
ら
陸
路
を
進
み
大
垣
な
ど
を
経
由
し
て
伏
見

へ
向
か
う
が
、
そ
の
初
見
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
の
参
勤
時

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
降
、
美
濃
路
利
用
が
常
態
化
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
伊
勢
路
利
用
の
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
る
。

次
に
、
東
海
道
の
利
用
か
ら
中
山
道
の
利
用
へ
の
変
化
で
あ
る
。

中
山
道
利
用
の
初
見
は
、
延
享
五
年
の
下
向
時
の
も
の
で
あ
る
。

中
山
道
を
利
用
し
た
こ
の
時
は
、
当
然
な
が
ら
一
旦
北
上
し
た
後
、

高
崎
か
ら
西
に
進
路
を
変
え
、
美
濃
・
近
江
を
経
て
伏
見
へ
と
向

か
う
。
こ
の
コ
ー
ス
を
採
る
と
、
記
録
で
は
「
中
山
道
・
木
曽
路
」

と
表
現
さ
れ
る
。
伏
見
か
ら
後
は
陸
路
（
一
部
船
利
用
も
あ
り
）

に
よ
り
徳
山
に
至
る
。
そ
の
後
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
な
ど

に
も
中
山
道
利
用
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
コ
ー
ス
の
利
用
も
常
態

化
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
瀬
戸
内
海
の
海
路
利
用
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
一

時
的
な
船
の
利
用
は
あ
っ
た
が
、
徳
山
藩
で
も
中
国
路
の
陸
路
利

用
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
八
代
藩
主
広
鎮
時
の
文
化
十

一
年
（
一
八
一
四
）
、
下
向
に
あ
た
っ
て
瀬
戸
内
海
を
船
で
進
む
こ

と
に
な
っ
た
。
記
録
の
中
で
も
、
海
路
の
利
用
は
「
御
船
之
儀
百

年
余
も
御
中
絶
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
の
下
向
は
、
四
月
二
十
日

に
江
戸
を
発
し
、
中
山
道
と
木
曽
路
を
通
っ
て
五
月
五
日
に
伏
見

に
到
着
、
そ
の
日
の
晩
に
淀
川
を
下
っ
て
六
日
の
朝
に
は
大
坂
で

に

藩

る

近

（
４
）

四記

（
５
）

徳
山
毛
利
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文
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﹁
御
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﹂
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て
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「
海
船
」（
「
御
座
船
」
）
に
乗
船
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
天

気
が
芳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
出
発
は
十
一
日
ま
で
延
び
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
間
の
七
日
に
は
、「
御
忍
」
で
住
吉
・
天
王
寺

方
面
へ
出
か
け
て
い
る
。
十
一
日
に
は
よ
う
や
く
出
帆
と
な
り
、

明
石
・
大
多
婦
・
下
津
井
・
志
波
浦
・
宮
之
洲
で
泊
を
重
ね
た
。

宮
之
洲
に
は
十
五
日
に
到
着
し
た
が
、
翌
日
は
天
候
の
悪
化
の
た

め
に
当
地
に
上
陸
・
宿
泊
す
る
こ
と
と
な
り
、
十
七
日
に
陸
路
で

徳
山
に
至
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
瀬
戸
内
海
の
海
路
の
利
用
は
常
態
化
し

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
徳
山
藩
主
の
参
勤
・
下
向
の
経
路
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

伏
見
で
東
西
を
分
け
れ
ば
、
東
側
で
は
、
東
海
道
と
中
山
道
の
利

用
が
あ
り
、
よ
り
細
か
く
み
れ
ば
、
東
海
道
で
は
伊
勢
湾
を
船
で

横
切
る
桑
名
・
四
日
市
経
由
の
伊
勢
路
と
、
大
垣
等
を
経
由
す
る

美
濃
路
を
進
む
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。
ま
た
西
側
で
は
、
山
陽
道
を

陸
路
で
進
む
場
合
と
、
瀬
戸
内
海
を
海
路
で
進
む
場
合
が
あ
っ
た
。

山
陽
道
を
進
む
場
合
、
伏
見
か
ら
一
時
的
に
船
を
使
う
場
合
と
、

そ
の
ま
ま
陸
路
で
進
む
「
山
崎
路
」
利
用
の
二
通
り
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
参
勤
・
下
向
を
ま
と
め
た
「
御
道
中
日
記
」
シ
リ
ー

ズ
に
含
ま
れ
る
記
録
類
を
次
で
見
て
い
こ
う
。

 
 

 

二

「
御
道
中
日
記
」
の
各
記
録

「
御
道
中
日
記
」
に
分
類
さ
れ
た
記
録
類
を
見
る
に
当
た
り
、
ま

ず
年
代
を
確
認
し
て
お
く
。
全
二
二
九
点
の
う
ち
、
も
っ
と
も
古

い
も
の
は
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
参
勤
の
記

録
で
あ
る
。
以
下
、
宝
永
六
年
の
下
向
、
宝
永
七
年
の
参
勤
と
連

続
し
、
次
は
少
し
間
を
置
い
た
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
の
下
向

の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
年
紀
か
ら
、
藩
主
は
三
代
毛
利
元
次

で
、
正
徳
四
年
の
徳
山
藩
断
絶
以
前
の
記
録
と
言
え
る
。

そ
れ
以
降
は
藩
再
興
後
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
最
初
は
、
享
保

四
年
、
後
に
四
代
藩
主
と
な
る
広
堯
が
藩
断
絶
中
に
預
け
ら
れ
て

い
た
萩
か
ら
江
戸
へ
移
動
す
る
際
の
記
録
で
あ
る
。
藩
主
の
記
録

と
な
る
と
、
元
堯
は
早
世
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
藩
再
興
後
の
記

録
と
し
て
は
、
五
代
広
豊
が
初
め
て
下
向
す
る
享
保
六
年
の
も
の

が
最
初
と
な
る
。
以
下
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
、
九
代
元
蕃
が

江
戸
か
ら
下
向
す
る
記
録
ま
で
続
く
。
既
述
の
徳
山
藩
主
の
参

勤
・
下
向
日
程
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
う
し
た
記
録
が

存
在
し
た
こ
と
に
よ
る
。

さ
て
、『
仮
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
記
録
所
、
御
居
間
、
そ
の
他
の

記
録
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
見
て
い
こ

よ

瀬

あ
（
６
）

徳
山
毛
利
家
文
庫
﹁
御
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﹂
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う
。

 
 

 
（
一
）
記
録
所
作
成
の
記
録

ま
ず
記
録
所
作
成
の
記
録
で
あ
る
。
柿
渋
を
塗
っ
た
和
紙
で
作

ら
れ
た
原
初
の
表
紙
の
多
く
に
は
「
記
録
所
（
記
録
処
）
」
と
作
成

部
署
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
他
の
記
録
類
と
比
べ
て
作
成
者

が
判
断
し
や
す
い
。

そ
の
原
初
表
紙
に
は
、
移
動
の
年
、
出
立
日
か
ら
到
着
日
、
道

中
日
記
と
の
記
録
の
タ
イ
ト
ル
が
あ
る
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
は

「
御
参
勤
」「
御
下
向
」
な
ど
の
目
的
の
種
別
を
記
す
場
合
も
あ
る

が
、
時
に

 
 

Ａ

東
西
御
道
中
日
記
／

東西

御
道
中
日
記

 
 

Ｂ

西
東
御
道
中
日
記
／

西東

御
道
中
日
記

の
よ
う
に
記
す
も
の
も
あ
る
。
Ａ
は
東
か
ら
西
へ
の
移
動
を
指
す

こ
と
か
ら
下
向
を
、
Ｂ
は
西
か
ら
東
へ
の
移
動
を
指
す
こ
と
か
ら

参
勤
を
意
味
し
て
い
て
、
東
と
西
の
書
か
れ
る
位
置
・
順
序
に
よ

り
参
勤
と
下
向
を
区
別
す
る
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
記
録
所
作
成
の
記
録
は
、
冒
頭
部
分
に
随
行
し
た
家
臣

と
そ
の
職
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
早
い
事
例
で
は
享
保
十
六
年

の
道
中
日
記
で
、
加
判
の
粟
屋
内
蔵
、
当
職
の
小
幡
内
記
以
下
、

随
行
者
の
名
と
職
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
は
総
勢
三

七
三
人
で
、
そ
の
内
訳
は
「
諸
士
中
」
が
一
〇
五
人
、「
足
軽
以
下

小
者
」
が
二
六
八
人
で
あ
っ
た
と
す
る
。

記
事
は
、
藩
主
が
江
戸
ま
た
は
徳
山
を
出
立
す
る
日
か
ら
筆
を

起
こ
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
七
代

就
馴
に
よ
る
下
向
の
記
事
を
具
体
例
と
し
て
、
当
該
記
録
の
特
徴

を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

五
月
十
八
日
、
就
馴
は
江
戸
を
出
立
す
る
が
、
そ
の
冒
頭
は
、

 
 

 

一
、
殿
様
今
朝
五
時
之
御
供
揃
ニ
而
江
府
御
屋
敷
被
遊

御
発
駕
候
ニ
付
、
御
見
立
御
容
様
左
之
通
、

と
あ
っ
て
、
出
立
直
前
の
様
子
か
ら
記
述
が
始
ま
る
。
江
戸
に
残

る
家
臣
や
、
萩
藩
主
父
子
（
七
代
重
就
と
後
の
八
代
治
親
）
、
長
府

や
清
末
の
各
毛
利
家
、
吉
川
家
、
徳
山
毛
利
家
と
親
戚
関
係
の
あ

る
大
名
や
交
流
の
あ
る
旗
本
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
者
、
ま
た

江
戸
で
出
入
の
あ
る
町
人
な
ど
に
よ
る
見
送
り
を
受
け
て
い
る
。

そ
れ
ら
に
対
し
て
は
身
分
に
応
じ
て
拝
謁
を
許
し
た
り
、
名
の
披

露
が
行
わ
れ
た
り
し
た
。
そ
し
て
下
屋
敷
に
立
寄
っ
た
の
ち
、
鈴

ヶ
森
で
道
中
初
め
て
の
休
息
を
取
る
。

と
こ
ろ
で
、
別
稿
に
お
い
て
江
戸
の
記
録
所
日
記
の
分
析
を
行

っ
た
際
、
記
録
所
日
記
は
「
藩
主
の
参
勤
・
下
向
に
伴
い
、
月
の

途
中
か
ら
始
ま
る
、
ま
た
は
月
の
途
中
で
終
わ
る
」
と
指
摘
し
た
。

録

冒

あ

早

（
７
）

い

な

（
８
）

記

具

す
（
９
）

し
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そ
こ
で
、
こ
の
日
の
記
録
所
日
記
を
紐
解
く
と
、
①
見
送
り
の
た

め
に
徳
山
藩
江
戸
屋
敷
に
来
訪
し
た
親
戚
関
係
や
懇
意
の
大
名
・

旗
本
へ
料
理
等
を
提
供
し
た
こ
と
、
②
見
送
り
の
た
め
に
本
家
の

萩
藩
な
ど
か
ら
使
者
が
派
遣
さ
れ
、
そ
れ
ら
へ
料
理
を
提
供
し
た

こ
と
、
③
出
発
に
あ
た
っ
て
は
客
人
ら
へ
藩
主
が
面
会
し
た
こ
と
、

④
留
守
の
家
臣
が
、
藩
主
か
ら
通
り
が
か
り
の
拝
謁
を
許
さ
れ
た

り
、
玄
関
で
熨
斗
を
差
し
上
げ
た
り
し
た
こ
と
、
⑤
「
御
発
駕
之

御
怡
」
と
し
て
家
臣
が
出
仕
し
た
り
、
本
家
の
萩
藩
を
は
じ
め
懇

意
の
大
名
・
旗
本
か
ら
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
、
⑥
無

事
の
出
発
を
幕
府
老
中
や
、
本
家
の
萩
藩
、
萩
藩
か
ら
他
家
へ
嫁

い
だ
女
性
方
、
懇
意
の
人
々
へ
報
じ
た
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

①
か
ら
④
ま
で
は
情
報
量
の
多
少
は
あ
る
が
、
道
中
日
記
と
も
重

な
る
内
容
で
あ
る
一
方
、
⑤
や
⑥
は
、
藩
主
出
立
後
に
江
戸
屋
敷

で
対
応
し
た
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
録
所
日
記
は
藩
主
の

滞
在
・
不
在
に
関
わ
ら
ず
、
記
録
所
で
の
記
事
が
記
録
さ
れ
る
一

方
で
、
記
録
所
が
作
成
す
る
道
中
日
記
は
、
そ
の
性
格
上
、
藩
主

と
行
動
を
共
に
し
な
が
ら
、
そ
の
動
静
や
記
録
所
（
と
い
っ
て
も

道
中
で
記
録
所
と
い
う
役
所
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
記
録

所
に
所
属
す
る
役
人
と
言
い
換
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
）
が
道
中
行
っ

た
対
応
な
ど
を
書
き
留
め
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
道
中
の
実
際
の
記
事
を
示
す
。
江
戸
出
立
の
翌
日
、
五
月

十
九
日
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

 
 

 
 

 
 

 
 

五
月
十
九
日

曇
天
折
々
小
雨

 
 

 

一
、
朝
六
時
神
奈
川

御
発
駕
也
、

 
 

 

一
、
程
ヶ
谷
茶
や
軽
部
九
左
衛
門
所
へ
御
駕
立
、

 
 

 

一
、
戸
塚
江
戸
や
金
右
衛
門
所
へ
御
駕
立
、

 
 

 

一
、
藤
沢
本
陣
巻
田
源
右
衛
門
所
へ
御
駕
立
、

 
 

 

一
、
四
ヶ
谷
緑
や
兵
助
所
へ
御
駕
立
、

 
 

 

一
、
南
郷
茶
や
紙
屋
十
左
衛
門
所
へ
御
駕
立
、

 
 

 

一
、
馬
入
川
無
御
障
御
渡
船
也
、

 
 

 

一
、
七
半
時
大
礒
御
着
、
御
泊

御
本
陣
尾
上
市
左
衛
門
、

 
 

 
 

 
 

但
書
前
同
断
、

日
付
の
下
に
天
気
が
記
さ
れ
、
そ
の
日
の
出
発
時
刻
と
出
発
地
、

途
中
の
休
憩
地
（
地
名
と
場
所
）
、
渡
河
の
場
合
に
は
河
川
名
と
渡

河
の
方
法
、
最
後
に
そ
の
日
の
宿
泊
地
情
報
（
到
着
時
刻
、
そ
の

地
名
と
宿
泊
場
所
の
種
別
、
本
陣
の
場
合
に
は
そ
の
主
の
名
）
が

列
記
さ
れ
る
。「
但
書
前
同
断
」
と
は
、
前
日
の
宿
泊
地
・
神
奈
川

に
お
い
て
、
本
陣
の
主
人
で
あ
る
鈴
木
源
太
左
衛
門
に
「
献
上
物

御
断
、
御
目
見
無
之
」
と
但
し
書
き
に
あ
り
、
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
天
候
こ
そ
「
曇
天
折
々
小
雨
」
と
あ
っ
て

紐
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絶
好
の
日
和
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
予
定
を
乱
す
よ
う
な
こ
と

は
な
く
、
ま
た
当
初
計
画
に
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
よ
う
な
事

情
も
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
簡
潔
な
記
述
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
に
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
他
藩
領

通
過
に
際
し
て
は
、
そ
の
大
名
か
ら
役
人
が
派
遣
さ
れ
た
り
、
宮

で
は
熱
田
神
宮
の
社
人
が
札
守
を
届
け
た
り
す
る
が
、
そ
う
し
た

応
接
の
様
子
も
こ
の
記
録
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
伏

見
に
到
着
す
る
と
萩
藩
に
無
事
の
到
着
を
報
じ
る
こ
と
が
通
例

と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
年
の
場
合
で
は
六
月
朔
日
に
到
着
す
る
と
、

早
速
そ
の
書
面
を
発
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
翌

日
に
は
「
京
都
御
勤
」
と
し
て
京
都
に
出
向
く
こ
と
に
な
る
が
、

そ
う
し
た
指
示
を
行
う
「
御
供
触
」
が
記
録
所
か
ら
出
さ
れ
た
こ

と
や
、
時
に
は
触
書
の
文
面
も
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
る
な
ど
し
て
い

て
、
指
示
の
伝
達
状
況
が
よ
く
窺
え
る
。
別
稿
で
、
御
居
間
日
記

に
お
い
て
記
録
所
日
記
を
「
御
表
日
記
」
と
も
表
現
す
る
こ
と
を

指
摘
し
た
が
、
ま
さ
に
「
表
」
に
関
す
る
部
分
の
記
述
が
、
記
録

所
作
成
の
道
中
日
記
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
。な

お
、「
御
道
中
日
記
」
シ
リ
ー
ズ
の
下
限
は
先
述
の
と
お
り
文

久
二
年
で
あ
る
が
、
ま
れ
に
欠
失
も
あ
る
も
の
の
、
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
も
記
録
所
作
成
の
道
中
日
記
の
特

徴
で
あ
る
。

 
 

 
 

 

（
二
）
御
居
間
作
成
の
記
録

御
居
間
が
作
成
し
た
道
中
日
記
も
、
柿
渋
が
塗
ら
れ
た
原
初
表

紙
が
あ
り
、
そ
の
記
述
内
容
は
、
記
録
所
作
成
の
道
中
日
記
と
大

差
は
な
い
。
強
い
て
違
い
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
記
録
所
作
成
の
場

合
に
は
表
紙
に
は
っ
き
り
と
「
記
録
所
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
御
居
間
作
成
の
場
合
は
、「
御
居
間
」

と
書
か
れ
な
い
も
の
が
散
見
し
、
記
事
の
内
容
を
見
な
け
れ
ば
判

断
が
難
し
い
も
の
が
あ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
例
外
も
見
ら
れ
る
が
、

往
々
に
し
て
記
録
所
作
成
の
道
中
日
記
は
縦
が
約
25
～
26
㎝
、

横
が
約
18
～
19
㎝
の
も
の
が
多
い
の
に
対
し
て
、
御
居
間
作
成

の
道
中
日
記
は
縦
が
約
22
～
23
㎝
、
横
が
16
～
18
㎝
と
、
前
者

に
対
し
て
後
者
の
方
が
や
や
小
さ
い
。

記
録
所
作
成
と
同
様
、
道
中
日
記
と
い
う
性
格
か
ら
、
記
事
は

や
は
り
藩
主
出
立
の
日
か
ら
始
ま
る
。
記
録
所
と
御
居
間
と
い
う

作
成
主
体
の
違
い
に
よ
る
記
事
の
相
違
を
見
る
た
め
に
、
記
録
所

作
成
の
道
中
日
記
で
具
体
例
と
し
て
挙
げ
た
安
永
七
年
の
七
代

就
馴
下
向
に
つ
い
て
、
御
居
間
作
成
の
道
中
日
記
の
、
五
月
十
九

日
の
記
事
を
挙
げ
て
み
る
。

所ま

（
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）

た

七、
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五
月
十
九
日

晴
天

 
 

 
一
、
卯
上
刻
被
遊

御
目
覚
候
事
、

 
 

 
一
、
朝
御
膳
被

召
上
候
事
、

 
 

 

一
、
六
時
過
神
奈
川
駅
被
遊

御
発
駕
也
、

 
 

 

一
、
程
谷
茶
屋
軽
部
九
左
衛
門
所
ニ
御
駕
立
、

 
 

 

一
、
戸
塚
江
戸
屋
金
右
衛
門
所
ニ
右
同
断
、

 
 

 

一
、
藤
沢
本
陣
豊
田
源
右
衛
門
所
へ
右
同
断
、

 
 

 
 

 
 

但
、
御
小
弁
当
被

召
上
候
事
、

 
 

 

一
、
四
ツ
谷
緑
屋
兵
助
所
ニ
御
駕
立
、

 
 

 

一
、
南
郷
茶
屋
紙
屋
十
左
衛
門
所
江
御
駕
立
、

 
 

 

一
、
馬
入
川
無
御
障
被
遊
御
渡
船
候
事
、

 
 

 

一
、
七
半
時
大
礒
御
着
御
泊
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
本
陣

尾
上
市
左
衛
門

 
 

 
 

 
 

但
、
献
上
前
同
断
、

 
 

 

一
、
夕
御
膳
被

召
上
候
事
、

 
 

 

一
、
五
時
前
御
夜
詰
引
候
事
、

日
付
と
天
気
、
出
立
地
と
出
立
時
刻
、
移
動
途
中
で
休
憩
を
取

っ
た
場
所
（
地
名
と
場
所
）
、
渡
河
の
場
合
に
は
河
川
名
と
渡
河
の

方
法
、
そ
し
て
宿
泊
地
（
地
名
と
宿
泊
場
所
の
種
別
、
本
陣
の
場

合
に
は
そ
の
主
の
名
）
、
ま
た
本
陣
の
主
か
ら
の
献
上
物
も
断
っ

た
こ
と
な
ど
双
方
の
記
述
に
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
ず
、
藤
沢
で

小
弁
当
を
摂
っ
た
こ
と
が
、
記
録
所
作
成
の
道
中
日
記
か
ら
は
窺

え
な
か
っ
た
新
た
な
事
項
で
あ
る
。

し
か
し
、
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
御
居
間
作
成
の
場
合
、
藩

主
の
起
床
時
刻
、
朝
食
・
夕
食
摂
取
の
事
実
、
就
寝
時
刻
と
い
っ

た
記
述
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
江
戸
出
立
前
な
が
ら
、
そ
の
準

備
に
伴
う
喧
騒
が
ま
だ
少
な
い
同
年
四
月
十
一
日
の
御
居
間
日

記
の
記
事
を
見
る
と
、

 
 

 

一
、
卯
中
刻
被
遊

御
目
覚
候
事
、

 
 

 

一
、
朝
御
膳
被

召
上
候
事
、

 
 

 

一
、
豪
徳
院
様
御
忌
日
、
青
松
寺
江
之
御
名
代
粟
屋
靱
負

相
勤
、
御
次
ニ
茂
遂
出
仕
候
事
、

 
 

 

一
、
今
日
天
気
相
ニ
付
、
御
行
歩
御
延
引
被
成
候
事
、

 
 

 

一
、
桜
井
甚
太
夫
今
日
茂
不
相
勝
出
勤
御
断
申
出
候
事
、

 
 

 

一
、
土
方
内
蔵
助
様
被
成
御
出
候
所
、
追
付
被
成
御
帰
候

事
、

 
 

 

一
、
夕
御
膳
被

召
上
候
事
、

 
 

 

一
、
御
夜
食
被

召
上
候
事
、

 
 

 
一
、
四
時
過
御
夜
詰
引
候
事
、

と
、
藩
主
の
起
床
時
刻
、
朝
食
・
夕
食
の
摂
取
、
就
寝
時
刻
が
記

作

（
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さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
御
居
間
作
成
の

道
中
日
記
に
お
い
て
も
、
御
居
間
日
記
が
記
述
す
べ
き
基
本
情
報

は
同
様
に
記
す
こ
と
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
六
月
朔
日
の
伏
見
到
着
に
際
し
て
は
、「
一
、
伏
見
御
奉

行
・
大
坂
御
役
人
様
方
江
之
御
勤
向
之
義
者
、
委
曲
記
録
所
日
記

有
之
候
事
」
と
、
伏
見
や
大
坂
の
幕
府
役
人
へ
の
「
勤
向
」
に
つ

い
て
の
詳
細
は
記
録
所
日
記
に
譲
る
と
あ
っ
て
、
御
居
間
で
は
記

録
所
の
道
中
日
記
の
記
述
内
容
を
承
知
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。現

在
閲
覧
利
用
に
供
し
て
い
る
「
御
道
中
日
記
」
シ
リ
ー
ズ
の

う
ち
、
御
居
間
作
成
の
道
中
日
記
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

ま
で
は
比
較
的
継
続
的
に
残
っ
て
い
る
が
、
享
和
元
年
（
一
八
〇

一
）
以
降
は
現
時
点
で
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
、
享
和
二
年
五
月

七
日
の
記
録
所
作
成
の
道
中
日
記
の
記
事
に
、
「
姉
小
路
様
江
御

内
々
被
進
物
幷
御
家
来
へ
被
下
物
有
之
候
趣
ニ
候
得
共
、
御
居
間

取
合
故
表
方
仕
出
も
無
之
ニ
付
、
爰
ニ
略
之
、
御
居
間
日
記
ニ
委

細
有
之
」
と
あ
っ
て
、
引
き
続
き
御
居
間
に
よ
る
記
録
が
作
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

 
 

 
 

 

（
三
）
そ
の
他
の
記
録

本
シ
リ
ー
ズ
の
中
核
を
な
す
の
は
記
録
所
お
よ
び
御
居
間
で

作
成
さ
れ
た
道
中
日
記
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
、

比
較
的
ま
と
ま
り
の
あ
る
記
録
、
四
種
類
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
№
の
後
の
数
字
は
請
求
番
号
を
示

す
も
の
と
す
る
。

№
126
、
129
、
136
、
138
、
141
、
146
、
152
、
154
は
、
前
出
二
つ

の
日
記
と
は
様
相
が
異
な
り
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
柿
渋
が
塗
ら
れ

た
和
紙
に
よ
る
表
紙
を
持
た
な
い
。
一
方
で
個
人
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。

 
 

 

№
126 

 

御
納
戸
方

坂
賢
治
・
木
梨
権
次
郎

 
 

 

№
129 

 

御
納
戸
方

木
梨
権
・
水
津
宰

 
 

 

№
136 

 
 

 
 

 
 

小
田
連
・
桜
井
勇
治

 
 

 

№
138 

 
 

 
 

 
 

小
田
連
・
桜
井
勇
治

 
 

 

№
141 

 
 

 
 

 
 

小
田
連
・
国
富
裕

 
 

 

№
146 

 

物
頭
座
兼

小
田
連
・
井
上
協

 
 

 

№
152 

 
 

 
 

 
 

国
富
裕

 
 

 

№
154 

 
 

 
 

 
 

国
富
裕

既
述
の
と
お
り
、
記
録
所
作
成
の
道
中
日
記
冒
頭
（
ま
た
は
末

尾
）
に
は
、
随
行
し
た
家
臣
ら
の
名
と
職
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

表
紙
に
記
述
の
な
い
№
126
と
№
129
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
見
て

合

方

有

と
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み
る
と
、
№
136
、
138
、
141
に
見
え
る
小
田
・
桜
井
・
国
富
は
い
ず

れ
も
小
姓
役
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
、
№
126
、
129
と
そ
れ
以
外
で
は

記
録
者
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

前
者
の
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
納
戸
役
作
成
道
中
日
記
と
す
る
。
）

に
つ
い
て
は
、
参
考
と
し
て
№
129
を
見
て
み
る
。
こ
の
年
（
享
和

三
年
）
は
参
勤
の
た
め
、
記
録
所
の
道
中
日
記
で
は
二
月
二
十
八

日
に
徳
山
出
立
と
な
っ
て
い
る
が
、
納
戸
役
作
成
道
中
日
記
で
は
、

「
二
月
二
十
七
日
」
か
ら
記
録
が
始
ま
る
。
た
だ
、
そ
の
日
の
記

述
で
は
、
徳
山
出
立
後
、
遠
石
を
通
過
し
、
休
憩
地
と
し
て
予
定

さ
れ
て
い
た
久
保
市
へ
「
先
番
」
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
や
、
出
立

後
初
め
て
の
宿
泊
地
で
あ
る
高
森
へ
御
居
間
都
合
役
が
参
上
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
は
日
付
の
誤
記
と
し
て
お

き
た
い
。
ま
た
、
記
事
の
始
め
を
出
立
日
の
二
月
二
十
八
日
と
す

れ
ば
、
次
の
記
事
は
三
月
九
日
で
、
以
下
、
二
十
五
日
、
二
十
六

日
の
道
中
の
四
日
分
し
か
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
他
と
同
様
に
道
中

日
記
の
名
を
付
し
て
い
る
が
、
記
録
所
や
御
居
間
作
成
の
道
中
日

記
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
連
日
の
動
向
を
記
す
の
で
は
な
く
、
納
戸

役
と
し
て
特
に
関
心
が
あ
る
事
項
、
業
務
上
必
要
な
事
項
を
書
き

置
い
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
例
え
ば
№
126
で
は
そ
の
末

尾
に
、「
今
御
参
勤
御
宿
付
」
と
し
て
、
享
和
元
年
の
参
勤
に
あ
た

っ
て
の
宿
泊
地
（
日
付
と
天
気
）
を
列
記
し
て
い
る
が
、
№
129
に

は
な
い
。
両
者
は
同
職
な
が
ら
書
き
手
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
な
事
項
を
認
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
記
録

所
や
御
居
間
作
成
の
道
中
日
記
と
は
異
な
り
、
記
述
の
統
一
性
が

図
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
そ
う
し
た
理
由
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
小
姓
役
作
成
道
中
日
記
と

す
る
。
）
は
、
移
動
期
間
中
の
毎
日
を
記
し
て
い
る
。
№
141
の
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
）
下
向
の
、
小
姓
役
作
成
道
中
日
記
を
参
考

に
見
る
と
、
江
戸
出
立
の
翌
日
、
四
月
二
十
一
日
の
記
事
は
、

 
 

 

一
、
朝
六
時
過
大
宮
御
立
、
鴻
巣
御
休
、
夕
七
時
過
熊
谷

御
着
之
事
、

と
、
宿
場
の
出
立
時
刻
、
休
憩
地
、
宿
泊
地
と
そ
の
到
着
時
刻
に

限
っ
た
、
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
他
家
な
ど

か
ら
の
使
者
到
来
や
、
家
臣
へ
の
下
賜
事
例
な
ど
、
特
記
事
項
が

記
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
№
138
を
見
る
と
、
そ
の
記
事

は
こ
こ
ま
で
極
端
に
少
な
く
は
な
い
が
、
書
き
手
が
小
姓
役
と
い

う
こ
と
か
ら
、
藩
主
に
近
侍
し
、
そ
の
動
向
を
端
的
に
ま
と
め
た

の
だ
ろ
う
。

次
に
、
№
197
か
ら
№
204
は
、
「
文
化
甲
戌
御
下
向
船
事
全
録
」

ど
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で
あ
る
。「
文
化
甲
戌
」
は
文
化
十
一
年
に
当
た
る
。
既
述
の
と
お

り
、
こ
の
時
の
藩
主
下
向
は
百
余
年
振
り
に
瀬
戸
内
海
を
船
で
進

ん
だ
の
だ
っ
た
が
、
前
回
の
海
路
の
利
用
は
藩
の
断
絶
前
の
出
来

事
と
な
る
。
徳
山
藩
で
は
藩
断
絶
前
の
記
録
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ

て
お
り
、
先
例
を
調
査
す
る
術
は
相
当
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
文
化
十
一
年
の
海
路

利
用
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
こ
の
記
録
で
あ
る
。

第
一
巻
に
は
目
次
が
付
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
挙
げ
る
。

 
 

 

第
一
巻 

 

御
沙
汰
事
部

附
雑
上
一

 
 

 

第
二
巻 

 

御
沙
汰
事
部

付
雑
上
二

 
 

 

第
三
巻 

 

御
沙
汰
事
部

附
雑
下
一

 
 

 

第
四
巻 

 

御
沙
汰
事
部

附
雑
下
二

 
 

 

第
五
巻 

 

江
戸
書
簡
部

附
大
坂
上

 
 

 

第
六
巻 

 

江
戸
書
簡
部
下

附
御
幕
事
書
簡

大
坂

 
 

 
 

 
 

 
 

簡

 
 

 

第
七
巻 
 

例
故
之
事

 
 

 

第
八
巻 

 

勘
定
事
部

こ
う
し
た
項
目
に
従
っ
て
各
巻
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
執
筆
者
に
つ
い
て
は
、
各
巻
の
冒
頭
に
、「
御
用
懸
両

人
役
小
川
新
助
記
之
」
と
あ
っ
て
判
明
す
る
。
作
成
者
の
小
川
新

助
は
、
「
譜
録
」

に
よ
れ
ば
、
小

川
家
の
三
代
目

に
あ
た
り
、
実

名
を
安
永
九
年

以
降
、
「
貞
」
と

名

乗

っ

て

い

る
。
「
新
助
」
は

仮
名
で
あ
る
。

彼
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
家
督
相
続
す
る
と
、
安
永
六
年

に
当
役
座
筆
写
役
を
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
以
降
、
御
蔵
本
記
録
役
座

筆
写
役
、
御
蔵
本
記
録
役
な
ど
を
歴
任
し
、
寛
政
十
一
年
に
は
御

蔵
本
両
人
役
と
な
る
（
こ
れ
に
伴
い
、
知
行
は
二
五
石
加
増
、
家

格
は
御
馬
廻
格
に
昇
格
）
。
そ
し
て
、
文
化
十
一
年
の
藩
主
下
向
に

際
し
て
は
、
海
路
下
向
に
お
け
る
御
用
掛
を
命
じ
ら
れ
、
四
月
十

日
に
大
坂
に
上
り
、
五
月
十
五
日
に
徳
山
に
戻
っ
た
と
言
う
。
前

歴
を
見
る
に
、
記
録
作
成
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
百
年
余

を
経
て
実
施
し
た
海
路
利
用
に
つ
い
て
の
記
録
作
成
を
命
じ
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
文
化
十
三
年
下
向
時
も
船
を

利
用
し
、
そ
の
時
の
記
録
が
、
や
は
り
小
川
新
助
の
手
に
よ
り
「
御

文化甲戌御下向船事全録

（
19
）

。げ
（
18
）

 
 

下

 
 

 
 

 
 

 
 

（｢

書｣

欠
ヵ
）
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下
向
船
事
全
録
」
と
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
記
録
、
上
下
二
巻
が
残

る
（
№
205
・
206
）
。
ま
た
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
文
化
十
三
年
の
海

路
利
用
の
記
録
「
文
化
戊
寅
御
下
向
船
方
一
事
記
」（
№
207
）
が
あ

る
。№

219
か
ら
№
223
は
「
御
道
中
持
廻
り
物

旅
中
諸
家
御
例
書
」

で
あ
る
。
原
初
表
紙
か
ら
は
六
冊
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読

み
取
れ
る
が
、
現
在
は
五
冊
が
残
る
の
み
で
あ
る
。「
元
締
方
預
」

と
あ
り
、
道
中
の
元
締
役
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る
五

冊
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

 
 

 

№
219

病
気
之
部

 
 

 

№
220

宿
駅
役
人
幷
馬
士
不
埒
駅
場
破
損
ニ
付
差
支
幷

前
後
其
外
雑
部

 
 

 

№
221

紛
失
物
盗
賊
之
部

 
 

 

№
222

乱
心
殺
害
之
部

 
 

 

№
223

火
事
幷
死
去
之
部

こ
れ
ら
は
、
諸
家
に
お
い
て
道
中
で
起
こ
っ
た
様
々
な
不
測
の

事
態
と
そ
れ
へ
の
対
応
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

当
然
な
が
ら
、
徳
山
藩
が
移
動
に
使
っ
た
東
海
道
や
中
山
道
、
中

国
路
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
後
掲
の
【
表
】
に
は
そ

れ
に
採
録
さ
れ
た
記
事
を
示
し
た
が
、
年
紀
の
記
述
の
あ
る
も
の

で
は
、
享
保
五
年
か
ら
文
政

九
年
（
一
八
二
六
）
ま
で
の

事
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
記
録
は
文
政
末
か
ら
天
保

期
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
様
々
な
内
容
を

集
積
し
て
お
き
、
万
が
一
自

藩
に
お
い
て
類
似
の
出
来
事

が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
道
中
日
記
記

事
の
書
き
抜
き
類
（
№
185
か

ら
№
189
）
、
隠
居
し
た
前
藩
主
の
移
動
（
下
向
）
に
関
す
る
道
中
日

記
（
№
192
か
ら
№
195
）
、
そ
の
他
が
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
含
ま
れ
て

い
る
。

 
 

 

お
わ
り
に

以
上
、
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
御
道
中
日
記
」
シ
リ
ー
ズ
を
概
観

し
て
み
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
記
録
所
作
成
の
道
中
日
記
が
中
核

を
構
成
し
て
い
る
一
方
で
、
少
な
く
と
も
寛
政
期
ま
で
は
御
居
間 御道中持廻り物 旅中諸家御例書
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作
成
の
道
中
日
記
も
伝
存
す
る
。
両
者
は
、
藩
主
の
「
参
勤
（
ま

た
は
下
向
）
に
よ
る
移
動
」
と
い
う
同
じ
事
象
を
そ
れ
ぞ
れ
が
記

録
し
て
残
す
必
要
性
に
応
じ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
双
方
の

記
録
を
紐
解
く
こ
と
で
、
道
中
に
お
け
る
藩
主
の
動
向
を
詳
細
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
藩
主
の
参
勤
・
下
向
の
動
静
を
記
し
た
道
中
日
記
以
外

の
記
録
も
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
文
化

十
一
年
の
「
御
下
向
船
事
全
録
」
や
「
旅
中
諸
家
御
例
書
」
は
、

担
当
部
署
が
必
要
に
応
じ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

詳
細
に
分
析
す
れ
ば
、
当
時
の
関
心
事
、
恙
な
く
藩
主
の
移
動
を

遂
行
す
る
必
要
事
項
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
が
、
幸
い
当
館
に
は
国
持
大
名
で

あ
る
萩
藩
の
道
中
日
記
が
あ
る
。
徳
山
毛
利
家
文
庫
の
「
御
道
中

日
記
」
シ
リ
ー
ズ
と
併
読
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
り
、
双
方
の
分

析
か
ら
様
々
な
新
発
見
も
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
一
層
の
活
用
を

期
待
し
て
、
雑
駁
な
報
告
の
お
わ
り
に
か
え
た
い
。

（
註
）

(

１)
 

毛
利
敬
親
に
つ
い
て
は
４
忠
正
公
59
「
慶
親
公
御
道
中
記
録
」
な

ど
が
、
世
子
な
が
ら
次
代
元
徳
に
つ
い
て
は
５
忠
愛
公
37
「
広
定
公

初
御
国
御
下
向
御
道
中
記
録
」
な
ど
が
あ
る
。

(

２)
 

『
山
口
県
文
書
館
収
蔵
文
書
仮
目
録
９

徳
山
毛
利
家
文
庫
仮
目

録
Ⅲ
』
（
平
成
三
年
）
。

(

３)
 

南
方
長
「
萩
藩
の
参
勤
交
代
の
行
程―

瀬
戸
内
海
通
行
か
ら
中
国

路
通
行
へ
の
移
行―

」（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
29
号
、
平

成
十
四
年
）
。

(

４)
 

部
分
的
に
海
路
を
使
う
場
合
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
安
永
七
年
の
七

代
就
馴
に
よ
る
下
向
の
際
に
は
、
暑
さ
も
相
俟
っ
て
就
馴
の
体
調
も

陸
路
移
動
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
し
て
、
密
か
に
海
田
か
ら
玖
波
ま
で

を
海
路
で
進
ん
で
い
る
。

(

５)
 

御
道
中
日
記
140
「
御
下
向
海
陸
路
日
記
」
。
以
下
、
特
に
断
り
の
な

い
資
料
は
徳
山
毛
利
家
文
庫
で
あ
る
。

(

６)
 

文
化
十
三
年
な
ど
数
度
に
と
ど
ま
る
。

(

７)

ま
れ
に
巻
末
に
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

(

８)
 

御
道
中
日
記
21
「
西
東
御
道
中
日
記
」
。

(

９)
 

前
掲
註
４
。

(
10)

 

拙
稿
「
徳
山
藩
『
江
戸
記
録
所
』
の
職
務
と
記
録
」
（
『
山
口
県
文

書
館
研
究
紀
要
』
第
49
号
、
令
和
四
年
）
。

(

11)
 

記
録
所
日
記
399
「
記
録
所
日
記
」
安
永
七
年
五
月
十
八
日
条
。

(

12)
 

拙
稿
「
徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て―

明
和
期
、
記
録
所
日
記
の
分

で

れ

日

あ

（
20
）
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析
か
ら―

」
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
48
号
、
令
和
三
年
。 

(

13)
 

御
道
中
日
記
95
「
東
西
御
道
中
日
記
」
。 

(

14)
 

こ
の
日
の
天
気
を
記
録
所
作
成
の
日
記
で
は
「
曇
天
少
々
雨
」
、
御

居
間
作
成
の
日
記
で
は
「
晴
天
」
と
し
て
い
る
点
は
気
に
な
る
が
、

理
由
は
不
明
で
あ
る
。 

(

15)
 

御
居
間
日
記
288
「
御
居
間
日
記
」
安
永
七
年
四
月
十
一
日
条
。 

(

16)
 

道
中
日
記
127
「
東
西
御
道
中
日
記
」
。 

(

17)
 

藩
主
出
立
後
、
初
め
の
宿
泊
地
に
使
者
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
道

中
日
記
の
記
事
か
ら
窺
え
、
参
勤
の
場
合
は
徳
山
館
（
ま
た
は
徳
山

城
）
か
ら
、
下
向
の
場
合
は
江
戸
屋
敷
か
ら
の
使
者
派
遣
が
通
例
と

な
っ
て
い
た
。 

(

18)
 

第
一
巻
の
目
次
部
分
に
紙
片
が
挟
ま
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、「
御

下
向
船
事
全
録
」
の
ほ
か
に
「
御
船
令
之
記
・
御
座
船
諸
属
船
図
・

湊
津
図
」
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
記
述
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
船
手

№
６
に
は
「
文
化
甲
戌
御
船
令
之
記
」
と
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
記
録

が
あ
る
が
、
こ
れ
が
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
御

座
船
諸
属
船
図
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
絵
図
№
164
に
あ
る
「
西
国

海
路
御
船
数
幷
配
席
図
」
は
、「
文
化
甲
戌
夏
五
月
」
の
作
成
と
あ
り
、

御
座
船
を
は
じ
め
、
随
行
し
た
船
の
図
面
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
文

化
甲
戌
」
は
文
化
十
一
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
紙
片
に
あ
っ

た
「
御
座
船
諸
属
船
図
」
そ
の
も
の
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
資
料
と

考
え
ら
れ
る
。 

(

19)
 

譜
録
№
504
「
小
川
良
馬
」
。 

(

20)
 

毛
利
家
文
庫
47
参
勤
、
同
48
下
向
。 
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【表】「御道中持廻り物 旅中諸家御例書」記事目録 

№219 病気之部 

 表題 年代 大名名 

１ 御暇之節相州大磯ゟ就病気帰府養生願一件 

 

寛延３年９月 

〈1750〉 

土井伊予守 

２ 参勤之節奥州坂本駅ニ而就病気在所江立戻致養生度

願一件 

宝暦12年５月 

〈1762〉 

内藤豊前守 

３ 御暇之節相州藤沢駅迄旅行之処、病気ニ付帰府養生

願、十二月二日病気差押、江戸表発足迄之一件 

寛政８年11月 

〈1796〉 

毛利讃岐守 

４ 御暇之節相州大磯駅ゟ就病気帰府養生願一件 

 

寛政10年３月 

〈1798〉 

松平下総守 

５ 御暇之節下総国鞠子駅ニ而病気ニ付、帰府養生之一

件 

文化６年５月 

〈1809〉 

相馬因幡守 

６ 御暇之節於大坂麻疹相煩、十三日滞留御届向一件 

 

宝暦３年６月 

〈1753〉 

相良志摩守 

７ 参勤之節病気ニ而所々江御滞留御届向一件 

 

宝暦12年６月 

〈1762〉 

本多隠岐守 

８ 参府之節吉原駅ニ而水痘相煩滞留ニ付御届向 

 

安永６年５月 

〈1777〉 

藤堂山七郎 

９ 武州本庄駅ニ而不快一日滞留御届向 

 

寛政元年３月 

〈1789〉 

植村兵部少輔 

10 参府之節大坂蔵屋鋪江不快ニ付三日滞留御届向 

 

寛政６年６月 

〈1794〉 

相良壱岐守 

11 御暇之節就病気大坂江七日滞留、病気差押同処発足

之処、又候御病気ニ付、播州西宮駅江五日滞留御届

向 

享和３年６月 

〈1803〉 

毛利美濃守 

12 御暇之節遠州袋井駅ニ而麻疹相煩、同前滞留御届向 

 

享和３年 

〈1803〉 

毛利甲斐守 

13 参勤之節就病気駿州岡部駅逗留養生仕候御届向 

 

文化４年８月 

〈1807〉 

松平主膳正 

14 参勤之節大坂江就病気滞留御届向 

 

文化５年３月 

〈1808〉 

毛利美濃守 

15 御暇之節、相州戸塚駅ゟ病気ニ付帰府養生願一件 

 

文化12年７月 

〈1815〉 

本多丹後守 

16 参勤之節大坂江四日駿州沼津江十日程就病気滞留御

届向 

 但、病気ニ付後参府 

文化12年12月 

〈1815〉 

鍋島丹波守 

17 参勤之節一日就病気領分江滞留ニ付御届向 

 

寛政13年４月 

〈1801〉 

亀井隠岐守 

18 参勤之節一日病気ニ付御届書差出一件 

 

文政元年５月 

〈1818〉 

松平山城守 
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№220 宿駅役人幷馬士不埒駅場破損ニ付差支幷川越前後其外雑部 

 表題 年代 大名名 

１ 通人足不届有之取計伺 

 

年号不知 奥平富之進 

２ 関札幷紛失物伺 

 

安永９年 

〈1780〉 

土屋健次郎 

３ 富士川ニ而破船、船頭不埒ニ付御届 

 

寛延２年 

〈1749〉 

本多下総守 

４ 御状箱紛失ニ付御届 

 

天明元年 

〈1781〉 

秋元但馬守 

５ 問屋明置人足不差出ニ付御届 

 

天明５年 

〈1785〉 

松平伊賀守 

６ 道中ニ而馬士酒手ねたり候ニ付御届申上、道中奉行

ゟ御咎 

寛政５年 

〈1793〉 

戸田因幡守 

７ 道中ニ而馬士不埒ニ付御内届 

 

天明２年 

〈1782〉 

南部右近 

８ 道中風雨之節松明相用不苦哉伺 

 

文化２年 

〈1805〉 

遠山刑部少輔 

９ 酒匂川渡川之節馬荷渡賃銭問合 

 

文化４年 

〈1807〉 

松平縫殿頭 

10 道中川支有之参勤之儀ニ付御願なしニ山崎通御旅行

御届 

文化２年 

〈1805〉 

松平上野介 

11 道中筋破損ニ付船ニ而旅行御届 

 

天明６年 

〈1786〉 

内田和泉守 

12 道中破損ニ付船ニ而旅行御届 

 

享和２年 

〈1802〉 

井上内膳正 

13 道中筋破損ニ付出立延引御届 

 

享和２年 

〈1802〉 

小笠原佐渡守 

14 参勤之節問屋明候ニ付御届宿役人御咎一件 

 

享和３年 

〈1803〉 

青木甲斐守 

15 道中川々差支之節、渡川順之義倍（陪）臣之分問合 

 

享和３年 

〈1803〉 

小笠原右近将監 

16 阿部川御渡川先後論ニ而被仰出一件 

 

享和３年 

〈1803〉 

松平出羽守 

17 在所江罷越候節、本陣之儀日光御奉行ニ争有之、御

用旅之義ニ付其侭一宿越泊ニ而相済、追而道中方ゟ

御尋ニ付御答書 

文化３年 

〈1806〉 

小笠原佐渡守 

18 在所江罷越候節荷物之貫目重キ由石橋・雀宮両駅之

人足酒代ゆるり難題申募候ニ付御届 

文化３年 

〈1806〉 

小笠原佐渡守 

19 御摂家方以下伝奏方其外御行逢幷御朱印御茶壺久能

御鏡其外諸御役人中御行逢之節心得方大目附岩瀬伊

予守様江御問合 

文化９年 

〈1812〉 

毛利讃岐守 
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20 伝奏方御行逢之節、御供之方々取計向日野様御家来

石井右衛門尉江問合付札相成候一件 

文政８年 

〈1825〉 

毛利讃岐守 

21 御茶壺行逢之節心得方刺倉善作老江問合 

 

文政９年 

〈1826〉 

毛利讃岐守 

 
№221 紛失物盗賊之部 

 表題 年代 大名名 

１ 御妾腹九十九様御旅中御供人数之内金子被盗取候一

件 

天明３年 

〈1783〉 

青木甲斐守 

２ 御家来大坂ゟ帰路之節宿ニ而衣類紛失届 

 

寛延３年 

〈1750〉 

松平右京亮 

３ 旅中ニ而挟箱紛失御届 

 

寛政６年 

〈1794〉 

織田主計頭 

４ 道中ニ而紛失物御届 

 

享和３年 

〈1803〉 

小出信濃守 

５ 同断、紛失物御届 

 

文化３年４月 

〈1806〉 

井上河内守 

６ 同断、紛失物有之、右盗賊被召捕、駿府江御呼出之

一件 

寛政11年 

〈1799〉 

 

７ 日光道中ニ而日光表献備品人足取逃候御届 

 

文化12年１月 

〈1815〉 

朽木土佐守 

８ 御家来江戸ゟ帰路逢盗賊、其後寺社御奉行ゟ御呼出

之一件 

文化12年 

〈1815〉 

亀井隠岐守 

９ 道中ニ而飛脚之者逢盗賊、其後御届 

 

文化14年 

〈1817〉 

酒井大学頭 

 
№222 乱心殺害之部 

 表題 年代 大名名 

１ 在所江罷越候節、駿州江尻宿ニ而徒士之者共喧嘩仕、

即死・手負人有之候ニ付、手負人江戸江差遣度御留

守居様江御手判之義申込候処、入々御手判御先例無

之ニ付難被差出由ニ付、今切御関所出候分御手判申

請、旅中之儀ニ付証文差出取計一件 

享保５年５月 

〈1720〉 

関備前守 

２ 大坂御加番として罷越候節、家来之者勢州宮之海ニ

而致乱心、船中ニ而日々雇頭之者及殺害候ニ付、江

戸表江差出、於評定所御吟味之上在所江指遣、急度

押込被仰渡、其後死去之御届迄一件 

元文元年８月 

〈1736〉 

森川兵部少輔 

３ 参勤之節尾州起宿町表堤際ニ而家来末々之者自害名

古屋表ゟ検使有之、寺院江葬、江戸表ニおいて尾州

様江御挨拶使者被差出候一件 

延享元年８月 

〈1744〉 

間部若狭守 

４ 松平丹波守様御預り処信州洗馬宿・塩尻宿之間ニ而、

家来塩田平蔵と申者之家来自分乗懸付之馬士致無礼

候ニ付致手討候一件 

延享４年３月 

〈1747〉 

井伊掃部頭 
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５ 家来江戸江罷越候節信州餅台垰ニ而致乱心、供之者

致手討、同所止宿駅之者又候為負手疵自身致切腹候

取計一件 

寛延３年４月 

〈1750〉 

九鬼河内守 

６ 在所江差遣候足軽之者、品川宿外ニ而馬士致無礼候

ニ付討留候取計方一件 

宝暦４年８月 

〈1754〉 

松平美濃守 

７ 参勤之節足軽之者致乱心、勢州亀山宿駕之者切殺候

上自滅仕損、其後相果候御届向幷取計一件 

 但、御領主石川日向守様ゟ之御届共 

安永３年７月 

〈1774〉 

松平遠江守 

８ 家来之者日光江差遣候途中ニ而人足之者心得違ニ而

致殺害候ニ付、戸田因幡守様御領分野州鹿沼宿ニ而

致切腹候御届 

 但、御領主戸田因幡守様之御届共 

天明６年４月 

〈1786〉 

酒井修理大夫 

 
№223 火事幷死去之部 

 表題 年代 大名名 

１ 参府之節下野国氏家駅止宿之処、同駅出火ニ付立除

候段家来届 

元文５年４月 

〈1740〉 

松平肥後守 

２ 御暇旅行之節、本庄下屋敷出火之段注進ニ付取計向

一件 

寛延２年５月 

〈1749〉 

岩城伊予守 

３ 参勤旅行之節居屋敷出火幷出火翌(ヵ)日伯母死去、

右両条一件 

宝暦７年７月 

〈1757〉 

松平美濃守 

４ 参勤旅行之節居屋敷出火取計向一件 

 

宝暦７年８月 

〈1757〉 

織田丹後守 

５ 参勤旅行之節、居屋敷ゟ出火類焼有之取計向一件 

 

天明８年３月 

〈1788〉 

相良壱岐守 

６ 御暇旅行之節在処ニ罷在候伯母死去之処、死去之趣

承知之程難計、家来ゟ服忌御届幷旅中ニおゐて承知、

在着御礼忌明後可差立御届一件 

文化２年６月 

〈1805〉 

鍋島甲斐守 

７ 参勤之節、従船中病気之所防州下松湊滞留、同所ニ

而医師相控度願、病気手重跡式願、三河国深溝本光

寺先祖ゟ之墓所ニ付送骸差遣度伺等一件 

寛延２年４月 

〈1749〉 

松平主殿頭 

８ 御暇之節従船中病気、豊前小倉滞留死去一件 

 

元文３年７月 

〈1738〉 

相良遠江守 
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